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(57)【要約】
【課題】　従来の化粧材が製造効率が良くない点、配色
の異なる化粧材の準備が困難であった点、熱硬化性樹脂
化粧板等における、曲面への適用が困難である点を解消
することを課題としている。
【解決手段】　透明紙４に適宜、模様層３を形成し、含
浸用樹脂組成物を含浸したものを、基材１上に着色接着
剤２Ｃを介するか、着色基材上に接着剤を介して貼るこ
とにより、課題を解決することができた。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
樹脂の含浸により透明化する紙である透明紙が含浸用樹脂組成物が含浸、固化されて透明
樹脂含浸紙を構成しており、前記透明樹脂含浸紙は、表面が少なくとも着色された着色基
材上に接着剤を介して積層されていることを特徴とする化粧材。
【請求項２】
樹脂の含浸により透明化する紙である透明紙が含浸用樹脂組成物が含浸、固化されて透明
樹脂含浸紙を構成しており、前記透明樹脂含浸紙は、基材上に着色接着剤を介して積層さ
れていることを特徴とする化粧材。
【請求項３】
前記透明紙の上面もしくは下面の少なくともいずれかに模様層が積層されていることを特
徴とする請求項１または２記載の化粧材。
【請求項４】
前記透明樹脂含浸紙の上面に、さらに、透明樹脂層が積層されていることを特徴とする請
求項１～３いずれか記載の化粧材。
【請求項５】
前記透明樹脂含浸紙に含浸している樹脂、前記接着剤、前記着色接着剤、もしくは前記透
明樹脂層を構成する樹脂のうち、１もしくは２以上が硬化性樹脂を用いて構成されている
ことを特徴とする請求項１～４いずれか記載の化粧材。
【請求項６】
前記硬化性樹脂が電離放射線硬化性樹脂であることを特徴とする請求項５記載の化粧材。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は紙等の含浸性を有するシートを用いた化粧材に関し、シートが含浸により透明
化することにより下層の着色状態が透視できることによる、深みのある立体感を有する化
粧材に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　建築物の内外装用、船舶や車両の内外装用、もしくは家具や家電の表面貼り用等に種々
の化粧材が使用されている。例えば、曲面への貼り付けが出来る等、加工時の利便性が高
いものとして、ポリ塩化ビニル樹脂の着色シートと透明シートとを模様を挟んで熱融着し
て得られるダブリングシートがあり、物理的および化学的耐久性が優れているものとして
、含浸性の着色紙に印刷し、樹脂含浸を施したものを基材上に重ね、プレスにより加熱加
圧して製造する熱硬化性樹脂化粧板等がある。
【０００３】
　前者のダブリングシートは、通常、着色シート側に印刷して模様層を積層し、その後、
透明シートを重ね、加熱可能なエンボスロールを用いて両者を熱融着させると共にエンボ
スして製作しているが、熱融着およびエンボスの工程は比較的低速でないと行えず、製造
効率が良くない。また、絵柄は同じだが全体の色調の異なる（「配色が異なる」と称する
。）化粧材を用意するには、異なる色相の着色シートにその都度印刷し、透明シートと熱
融着しなければならない。
【０００４】
　後者の熱硬化性樹脂化粧板は、物理的および化学的耐久性に優れる反面、プレスにより
加熱加圧する工程に長時間を要して製造効率が良くない上、得られる製品が硬い板状であ
るため、曲面への適用は困難である。また、配色の異なる化粧材を用意するには、異なる
色相の着色紙にその都度印刷し、樹脂含浸、およびプレスによる加熱加圧を行わなければ
ならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　本発明においては、従来の化粧材が製造効率が良くない点を解消し、また、配色の異な
る化粧材の準備が困難であった点を解消することを課題とするものである。また、これら
の課題の解決を図る際に、熱硬化性樹脂化粧板等における、曲面への適用が困難である点
も解消することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明においては、樹脂の含浸により透明化する透明紙に樹脂を含浸させて用い、着色
された着色基材上に貼ることにより、あるいは接着剤として着色接着剤を使用して貼るこ
とにより、上記の課題を解決することができた。
【０００７】
　第１の発明は、樹脂の含浸により透明化する紙である透明紙が含浸用樹脂組成物が含浸
、固化されて透明樹脂含浸紙を構成しており、前記透明樹脂含浸紙は、表面が少なくとも
着色された着色基材上に接着剤を介して積層されていることを特徴とする化粧材に関する
ものである。第２の発明は、樹脂の含浸により透明化する紙である透明紙が含浸用樹脂組
成物が含浸、固化されて透明樹脂含浸紙を構成しており、前記透明樹脂含浸紙は、基材上
に着色接着剤を介して積層されていることを特徴とする化粧材に関するものである。第３
の発明は、第１または第２の発明において、前記透明紙の上面もしくは下面の少なくとも
いずれかに模様層が積層されていることを特徴とする化粧材に関するものである。第４の
発明は、第１～第３の発明において、前記透明樹脂含浸紙の上面に、さらに、透明樹脂層
が積層されていることを特徴とする化粧材に関するものである。第５の発明は、第１～第
４いずれかの発明において、前記透明樹脂含浸紙に含浸している樹脂、前記接着剤、前記
着色接着剤、もしくは前記透明樹脂層を構成する樹脂のうち、１もしくは２以上が硬化性
樹脂を用いて構成されていることを特徴とする化粧材に関するものである。第６の発明は
、第５の発明において、前記硬化性樹脂が電離放射線硬化性樹脂であることを特徴とする
化粧材に関するものである。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１の発明によれば、プレスを用いることなく製造可能で、基材表面の着色色相を
変えることにより、配色替えが容易であり、奥行き感がある化粧材を提供できる。また、
基材、および含浸用樹脂組成物の選択により、柔軟で曲面に適用可能な化粧材を提供し得
る。請求項２の発明によれば、接着剤の着色色相を変えることにより、配色替えが容易で
あり、その他は請求項１の発明によるのと同じ効果を有する化粧材を提供できる。請求項
３の発明によれば、請求項１または２の発明の効果に加え、模様層の絵柄が加わったこと
による装飾効果の優れた化粧材を提供できる。請求項４の発明によれば、請求項１～３い
ずれかの発明の効果に加え、さらに表面の耐久性の向上した化粧材を提供できる。請求項
５の発明によれば、請求項１～請求項４いずれかの発明の効果に加え、前記透明樹脂含浸
紙に含浸している樹脂、前記接着剤、前記着色接着剤、もしくは前記透明樹脂層を構成す
る樹脂のうち、１もしくは２以上が硬化性樹脂を用いて構成されていることにより、硬化
性樹脂で構成された層の強度もしくは耐久性が向上した化粧材を提供できる。請求項６の
発明によれば、請求項５の発明の効果に加え、硬化性樹脂を使用した層の強度もしくは耐
久性がより一層向上した化粧材を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】着色接着剤を使用した実施例の断面図である。
【図２】着色層と接着剤を使用した実施例の断面図である。
【図３】透明樹脂層を最上面に有する実施例の断面図である。
【図４】透明樹脂層を最上面に有する別の実施例の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
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　図１～図４は、いずれも本発明の実施例の化粧材の断面構造を示す図である。
【００１１】
　図１における化粧材は、最上層が透明紙４であり、この透明紙４の下面に模様層３が積
層されている。この透明紙４は、樹脂含浸により透明化する性質を有しており、ここでは
透明紙４は、樹脂含浸が施され、含浸された樹脂は固化している。このように加工を施さ
れた透明紙４は、模様層３のある側の下面を着色接着剤２Ｃを介して基材１上に貼ってあ
る。なお、図１に示すように、さらに透明紙４の上面に凹凸５が形成されていてもよい。
また、以降の図を引用して説明する実施例においても同様だが、模様層３を透明紙４の上
面に積層してあってもよい。
【００１２】
　図２における化粧材は、透明紙４に模様層３が積層され、樹脂含浸が施されている点は
、図１におけるものと同じであるが、下面に着色接着剤２Ｃを介して基材１上に貼ったの
に代えて、基材１の上に着色層Ｃおよび接着剤２をこの順に介して貼ってある点が相違す
るものである。即ち、着色接着剤２の着色機能を接着剤２に、そして着色機能を着色層Ｃ
に、それぞれ分けたものである。なお、図２に示すように、さらに透明紙４の上面に凹凸
５が形成されていてもよい。
【００１３】
　図３および図４における化粧材は、いずれも図１における化粧材の最上面に、表面保護
等の目的で透明樹脂層６を形成したものである。このうち、図３に示すように、透明紙４
に凹凸５が形成され、上面が平坦な透明樹脂層６が積層されていてもよいし、図４に示す
ように、透明紙４、および透明樹脂層の上面の両方に凹凸５および５’が形成されていて
もよい。また、図示はしないが、透明紙４、および透明樹脂層６の上面のいずれにも凹凸
が形成されてなく、平坦であってもよいし、透明紙４には凹凸が形成されてないが、透明
樹脂層６の上面に凹凸が形成されていてもよい。
【００１４】
　透明紙４とは、紙単独の状態では概ね白色で透明ではないが、樹脂含浸により透明化す
るものを指す。具体的には、パルプが主体であり、パルプ以外の、樹脂含浸により不透明
化する充填剤を実質的に含まないものである。透明紙４の目付け量（単位面積当たりの質
量）は、５０～３００ｇ／ｍ2が好ましく、より好ましくは５０～３００ｇ／ｍ2である。
この透明紙４には、含浸用樹脂組成物を含浸し、必要に応じて乾燥させ、固化する。
【００１５】
　含浸用樹脂組成物中の樹脂成分としては、ジアリルフタレート樹脂、メラミン樹脂、フ
ェノール樹脂、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、アルキッド樹脂、もしくはアクリ
ル酸エステルが使用できる。これらの樹脂は、溶剤もしくは希釈剤、および必要に応じて
添加する添加剤と共に混合し、溶解もしくは分散させて含浸用樹脂組成物とし、上記した
透明紙４に含浸する。
【００１６】
　含浸用組成物としては、上記した例以外にも、ゴム系である、天然ゴム、再生ゴム、ス
チレン－ブタジエンゴム、アクリロニトリル－ブタジエンゴム、クロロプレンゴム、ブチ
ルゴム、ポリスルフィドゴム、シリコーンゴム、ポリウレタンゴム、ステレオゴム（合成
天然ゴム）、エチレンプロピレンゴム、ブロックコポリマーゴム（ＳＢＳ，ＳＩＳ，ＳＥ
ＢＳ等）等を含有するものも使用し得る。
【００１７】
　含浸は、含浸用樹脂組成物を溜めた容器内に、透明紙４を漬けて行なうディップコーテ
ィング、表側および／または裏側から行うコーティング等によって行なう。一般的には過
剰の量の含浸用樹脂組成物を塗布し、内部にまで浸透させ、余分な含浸用樹脂組成物をド
クターもしくはスムージングバー等でかきとり、乾燥工程に移す。含浸させる量は、透明
紙４の目付け量（単位面積当たりの質量）を１００としたとき、１００～３００％とする
ことが好ましい。
【００１８】
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　乾燥は、所定の温度の風による風乾もしくは熱風乾燥、または近赤外線もしくは遠赤外
線の照射によって行なう。あるいは、含浸用樹脂組成物によっては、紫外線や電子線の照
射等の手段により固化させるか、指触乾燥しやすい樹脂を併用して含浸用樹脂組成物を構
成しておくとよく、また、これらの乾燥手段を併用してもよい。例えば、風乾もしくは熱
風乾燥を行った後に、紫外線や電子線の照射を行う等である。
【００１９】
　化粧材に高度な耐久性の特性が要求される場合には、含浸用樹脂組成物として電離放射
線硬化性樹脂組成物を使用してもよい。電離放射線硬化性樹脂組成物としては、分子中に
重合性不飽和結合または、エポキシ基を有するプレポリマー、オリゴマー、及び／又はモ
ノマーを適宜に混合したものである。電離放射線とは、電磁波又は荷電粒子線のうち分子
を重合又は架橋し得るエネルギー量子を有するものを指し、通常は、紫外線又は電子線を
用いる。
【００２０】
　電離放射線硬化性樹脂組成物中のプレポリマー、オリゴマーの例としては、不飽和ジカ
ルボン酸と多価アルコールの縮合物等の不飽和ポリエステル類、ポリエステルメタクリレ
ート、ポリエーテルメタクリレート、ポリオールメタクリレート、メラミンメタクリレー
ト等のメタクリレート類、ポリエステルアクリレート、エポキシアクリレート、ウレタン
アクリレート、ポリエーテルアクリレート、ポリオールアクリレート、メラミンアクリレ
ート等のアクリレート、カチオン重合型エポキシ化合物が挙げられる。
【００２１】
　電離放射線硬化性樹脂組成物中のモノマーの例としては、スチレン、α－メチルスチレ
ン等のスチレン系モノマー、アクリル酸メチル、アクリル酸－２－エチルヘキシル、アク
リル酸メトキシエチル、アクリル酸ブトキシエチル、アクリル酸ブチル、アクリル酸メト
キシブチル、アクリル酸フェニル等のアクリル酸エステル類、メタクリル酸メチル、メタ
クリル酸エチル、メタクリル酸プロピル、メタクリル酸メトキシエチル、メタクリル酸エ
トキシメチル、メタクリル酸フェニル、メタクリル酸ラウリル等のメタクリル酸エステル
類、アクリル酸－２－（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）エチル、アクリル酸－２－（Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノ）エチル、アクリル酸－２－（Ｎ，Ｎ－ジベンジルアミノ）メチル、アク
リル酸－２－（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）プロピル等の不飽和置換の置換アミノアルコー
ルエステル類、アクリルアミド、メタクリルアミド等の不飽和カルボン酸アミド、エチレ
ングリコールジアクリレート、プロピレングリコールジアクリレート、ネオペンチルグリ
コールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、トリエチレングリコ
ールジアクリレート等の化合物、ジプロピレングリコールジアクリレート、エチレングリ
コールジアクリレート、プロピレングリコールジメタクリレート、ジエチレングリコール
ジメタクリレート等の多官能性化合物、及び／又は分子中に２個以上のチオール基を有す
るポリチオール化合物、例えばトリメチロールプロパントリチオグリコレート、トリメチ
ロールプロパントリチオプロピレート、ペンタエリスリトールテトラチオグリコレート等
が挙げられる。
【００２２】
　通常、電離放射線硬化性樹脂組成物中のモノマーとしては、以上の化合物を必要に応じ
て、１種若しくは２種以上を混合して用いるが、電離放射線硬化性樹脂組成物に通常の塗
布適性を与えるために、前記のプレポリマー又はオリゴマーを５重量％以上、前記モノマ
ー及び／又はポリチオール化合物を９５重量％以下とするのが好ましい。
【００２３】
　電離放射線硬化性樹脂組成物を塗布し、硬化させたときのフレキシビリティーが要求さ
れるときは、モノマー量を減らすか、官能基の数が１又は２のアクリレートモノマーを使
用するとよい。電離放射線硬化性樹脂組成物を塗布し、硬化させたときの耐摩耗性、耐熱
性、耐溶剤性が要求されるときは、官能基の数が３つ以上のアクリレートモノマーを使う
等、電離放射線硬化性樹脂組成物の設計が可能である。
【００２４】
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　ここで、官能基が１のものとして、２－ヒドロキシアクリレート、２－ヘキシルアクリ
レート、フェノキシエチルアクリレートが挙げられる。官能基が２のものとして、エチレ
ングリコールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレートが挙げられる。
官能基が３以上のものとして、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペンタエリス
リトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ジペンタエリス
リトールヘキサアクレリート等が挙げられる。
【００２５】
　電離放射線硬化性樹脂組成物を塗布し、硬化させたときのフレキシビリティーや表面硬
度等の物性を調整するため、電離放射線硬化性樹脂組成物に、電離放射線照射では硬化し
ない樹脂を添加することもできる。具体的な樹脂の例としては次のものがある。ポリウレ
タン樹脂、セルロース樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリエステル樹脂、アクリル樹
脂、ポリ塩化ビニル樹脂、ポリ酢酸ビニル等の熱可塑性樹脂である。中でも、ポリウレタ
ン樹脂、セルロース樹脂、ポリビニルブチラール樹脂等の添加がフレキシビリティーの向
上の点で好ましい。
【００２６】
　電離放射線硬化性樹脂組成物の塗布後の硬化が紫外線照射により行われるときは、光重
合開始剤や光重合促進剤を添加する。光重合開始剤としては、ラジカル重合性不飽和基を
有する樹脂系の場合は、アセトフェノン類、ベンゾフェノン類、チオキサントン類、ベン
ゾイン、ベンゾインメチルエーテル等を単独又は混合して用いる。また、カチオン重合性
官能基を有する樹脂系の場合は、光重合開始剤として、芳香族ジアゾニウム塩、芳香族ス
ルホニウム塩、芳香族ヨードニウム塩、メタセロン化合物、ベンゾインスルホン酸エステ
ル等を単独又は混合物として用いる。光重合開始剤の添加量は、電離放射線硬化性樹脂組
成物１００重量部に対し、０．１～１０重量部である。
【００２７】
　本発明の化粧材においては、透明紙４の下層に所望により、模様層３が積層されている
。模様層３は、化粧材に装飾性を付与するものであり、用途に合わせて選択した適宜な絵
柄を印刷等により形成したものである。絵柄としては、例えば、天然産の木の板、石材の
模様を模したもの、織物や陶芸品等の模様を模したもの、絵画、写真、もしくは抽象的な
模様である。これらの模様は印刷版上に製版され、公知の印刷手法により印刷されて形成
される。印刷手法としては、オフセット印刷、グラビア印刷、凸版印刷、フレキソ印刷、
もしくはシルクスクリーン印刷等のほか、電子写真、インクジェット法等も利用できる。
【００２８】
　本発明の化粧材においては、模様層３は、模様層３の下層にある着色接着剤２Ｃもしく
は接着剤２を介して着色層Ｃが透視できるよう下層の透視性を有する必要がある。シルク
スクリーン印刷で模様層３を形成する場合には、インキが光遮蔽性であることが多いので
、インキが転移した部分とインキが転移しない部分とで、模様層３を構成する必要がある
。その他の印刷手法では、インキが転移した部分であってもインキ被膜が薄いために光透
過性があり、しかも、通常は網点を用いて印刷するため、網点どうしの間に隙間を有して
模様層３が形成されるので、下層の透視性を有するよう構成することが確保できる。
【００２９】
　なお、模様層３は透明紙４に含浸されている含浸用樹脂組成物が含浸されていても、あ
るいはいなくても、いずれでもよい。この違いはインキの種類によるか、もしくは製造工
程の違いによる。透明紙４に印刷した後に、含浸用樹脂組成物を含浸する場合、模様層３
を構成するインキが含浸用樹脂組成物の浸透性を有していれば、模様層３中に含浸用樹脂
組成物が含浸するが、インキが含浸用樹脂組成物の浸透性を有していなければ、模様層３
中に含浸用樹脂組成物が含浸しない。インキのベヒクルとしてセルロース系樹脂もしくは
ポリビニルブチラール樹脂等を用いるときは含浸用樹脂組成物の浸透が可能である。また
、透明紙４に含浸用樹脂組成物を含浸し、乾燥、固化まで行なった後に、模様層３を印刷
して形成すれば、模様層３中に含浸用樹脂組成物が含浸しない。
【００３０】
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　本発明の化粧材の最下層を占める基材１としては、通常、化粧材に用いられている素材
であれば、いずれも使用可能であり、素材を大別すると、各種の紙類、プラスチックフィ
ルム又はプラスチックシート、金属箔、金属シート、又は金属板、木材などの木質系の板
、各種の窯業系素材等の各群に分類される。
【００３１】
　上記の各群に含まれる素材は単独で使用してもよいが、紙同士の複合体や紙とプラチス
チックフィルムの複合体等、これら素材の任意の組合わせによる積層体も利用できる。基
材１は、表面が平滑化もしくは粗面化されていたり、接着性を上げるために下地処理が施
されていてもよい。
【００３２】
　基材１として使用し得る各種の紙類としては、薄葉紙、クラフト紙、チタン紙、予め紙
間の強化の目的で樹脂を含侵してある樹脂含浸紙も使用できる。これらの他、リンター紙
、板紙、石膏ボード用原紙、又は紙の表面に塩化ビニル樹脂層を設けたビニル壁紙原反等
、建材分野で使われることの多い一群の原反が挙げられる。印刷分野、事務分野、もしく
は包装等に用いられることの多い、アート紙、コート紙、硫酸紙、グラシン紙、パーチメ
ント紙、パラフィン紙、又は和紙等も使用できる。
【００３３】
　紙に似た外観と性状を持つ次のような各種繊維の織布や不織布も基材１として利用でき
る。各種繊維とは即ち、ガラス繊維、石綿繊維、チタン酸カリウム繊維、アルミナ繊維、
シリカ繊維、若しくは炭素繊維等の無機質繊維、又はポリエステル繊維、若しくはビニロ
ン繊維などの合成繊維である。
【００３４】
　プラスチックフィルム又はプラスチックシートとしては、次に例示するような各種の合
成樹脂からなるものが挙げられる。各種の合成樹脂とは、ポリエチレン樹脂、ポリプロピ
レン樹脂、ポリメチレン樹脂、ポリメチルペンテン樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、ポリ塩化
ビニリデン樹脂、ポリビニルアルコール樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合樹脂、エチ
レン－酢酸ビニル共重合樹脂、エチレン－ビニルアルコール共重合樹脂、ポリエチレンテ
レフタレート樹脂、ポリブチレンテレフタレート樹脂、ポリエチレンナフタレート－イソ
フタレート共重合樹脂、ポリメタクリル酸メチル樹脂、ポリメタクリル酸エチル樹脂、ポ
リアクリル酸ブチル樹脂、ナイロン６又はナイロン６６等で代表されるポリアミド樹脂、
三酢酸セルロース樹脂、セロファン、ポリスチレン樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリア
リレート樹脂、又はポリイミド樹脂等である。
【００３５】
　金属箔、金属シート、又は金属板としては次に例示するような金属からなるものである
。即ち、アルミニウム、鉄、ステンレス鋼、又は銅等である。しばしばめっき等を施して
使用することがある。
【００３６】
　各種の木質系の板としては、木材の板、合板、パーチクルボード、又はＭＤＦと呼ばれ
る中密度繊維板等が挙げられる。
【００３７】
　窯業系素材としては、石膏ボード、珪酸カルシウム板、木片セメント板などの窯業系建
材、陶磁器、ガラス、ホウロウ、焼成タイル等が例示される。
【００３８】
　これらの他、繊維強化プラスチックの板、ペーパーハニカムの両面に鉄板を貼ったもの
、２枚のアルミニウム板でポリエチレン樹脂をサンドウィッチしたもの等、各種の素材の
複合体も基材１として使用できる。
【００３９】
　以上のような基材１上には、透明紙４に含浸用樹脂組成物が含浸、固化された透明樹脂
含浸紙が積層されているが、積層は、着色接着剤２Ｃを介して行なわれているか、もしく
は接着剤２は無色透明で、基材１の上面が着色層Ｃを有して積層が行なわれている。
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【００４０】
　接着剤２は、接着面である基材１の素材、もしくは着色層Ｃを有するときは着色層Ｃの
素材と、透明紙４に含浸された含浸油樹脂組成物、および模様層３の素材等を考慮して選
択したものを使用する。
【００４１】
　接着剤２としては、熱可塑性樹脂接着剤として、ポリ酢酸ビニル樹脂、ポリビニルアル
コール、ポリビニルアセタール（ポリビニルホルマール、ポリビニルブチラール等）、シ
アノアクリレート、ポリビニルアルキルエーテル、ポリ塩化ビニル、ポリアミド、ポリメ
タクリル酸メチル、ニトロセルロース、酢酸セルロース、熱可塑性エポキシ、ポリスチレ
ン、エチレン－酢酸ビニルコポリマー、もしくはエチレン－アクリル酸エチルコポリマー
等からなるもの、または熱硬化性樹脂接着剤としては、ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェ
ノール樹脂、レゾルシノール樹脂、フラン樹脂、エポキシ樹脂、不飽和ポリエステル樹脂
、ポリウレタン樹脂、ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリベンツイミダゾール、もしく
はポリベンゾチアゾール等からなるものが使用でき、また、含浸用樹脂組成物に関して説
明したときに挙げたゴム系のものも使用できる。
【００４２】
　着色接着剤２Ｃとしては、上記の素材からなる接着剤を、染料もしくは顔料からなる着
色剤で任意に着色して使用すればよい。
【００４３】
　着色していない、ただの接着剤２を使用するときは、基材１の上面に着色層Ｃを形成す
る。この着色層Ｃは、模様層３を形成する際に使用するのと同様、インキを用いて、印刷
手法もしくは塗布手法により、一様均一な層として形成する。
【００４４】
　着色層Ｃを形成するためのインキのベヒクルとしては、セラック、ロジン、ロジン変成
マレイン酸樹脂、ニトロセルロース、酢酸セルロース、酪酢酸セルロース、エチルセルロ
ース、ポリアミド樹脂、塩化ゴム、環化ゴム、ポリアミド樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、塩
化ビニル／酢酸ビニル共重合樹脂、エチレン／酢酸ビニル共重合樹脂、塩素化ポリプロピ
レン、アクリル樹脂、ポリウレタン樹脂等の樹脂を用いて構成することができる。
【００４５】
　本発明の化粧材における透明樹脂含浸紙の上面には、透明樹脂層６を積層し、表面の耐
久性を向上させる等してもよい。透明樹脂層６は、熱可塑性樹脂を用いて構成してもよい
が、熱硬化性樹脂を使用した方が、耐久性の向上効果があり、好ましい。熱硬化性樹脂の
例としては、ポリウレタン樹脂、もしくはエポキシ樹脂等が好ましく、柔軟性が要望され
る場合には、ポリウレタン樹脂がより好ましい。さらに、一段と表面の耐久性を向上させ
たいときは、電離放射線硬化性樹脂組成物を使用して表面樹脂層６を形成することが好ま
しく、含浸用樹脂組成物として挙げた電離放射線硬化性樹脂組成物が使用できる。
【００４６】
　本発明の化粧材は表面に凹凸を有していてもよい。透明樹脂含浸紙の表面にエンボス版
もしくはエンボスロールを適用することにより、凹凸を形成することができる。透明樹脂
層６を有している場合には、透明樹脂含浸紙の表面、もしくは透明樹脂層６の表面のいず
れか一方にのみ凹凸を有していてもよいし、または両方に凹凸を有していてもよい。透明
樹脂層６の表面に凹凸を有するものは、透明樹脂層６上からのエンボス加工のみによって
行なうか、透明樹脂含浸紙の表面にも凹凸を有するときは、一度に両方に凹凸を形成して
も、下層から順に、逐次凹凸を形成してもよく、このように逐次行なうときは、両方の凹
凸形状を違うものにすることもできる。
【００４７】
　透明樹脂含浸紙の表面の凹凸、もしくは透明樹脂層６の表面の凹凸のいずれか一方もし
くは両方に、ワイピング塗装を行なって、インキもしくは塗料を凹部に充填してもよい。
【００４８】
　透明樹脂層６、含浸用樹脂組成物、接着剤、もしくは着色接着剤は、各々の項でも述べ
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たが、硬化性樹脂で構成する方が化粧材の強度や耐久性の発明において、点で有利であり
、これらの少なくとも１もしくは２以上が硬化性樹脂で構成されていることが好ましい。
また、硬化性樹脂で構成する部分の１もしくは２以上を電離放射線硬化性樹脂で構成する
と。より一層好ましい。
【００４９】
　上記の本発明について、以下に実施例をあげて、さらに詳しく説明する。
【実施例１】
【００５０】
　厚み５０μｍの透明紙の裏面に絵柄を印刷した後、表側からメラミン樹脂をコーティン
グし、コーティング後１７０℃で１分間乾燥して固化させたものを、基材である中密度繊
維板（ＭＤＦ）の表面に二酸化チタンを３０％含有する尿素系接着剤１０ｇ／ｍ2（乾燥
時換算）塗布し、一旦乾燥させた後に、１５０℃に表面を加熱したロールを用い、ラミネ
ートすることによって、奥行き感のある化粧材を得た。
【実施例２】
【００５１】
　厚み３０μｍの透明紙の裏面に絵柄を印刷した後、表側から、常温乾燥で粘着性が消失
する電子線硬化型樹脂を４０ｇ／ｍ2コーティングして含浸させた後、基材である厚み１
８ｍｍのパーチクルボードの表面に、二酸化チタンを３０％含有する電子線硬化型接着剤
１５ｇ／ｍ2（乾燥時換算）塗布し、ロールを用いてラミネートし、さらに表面側から電
子線照射装置を用い、加速電圧２００ＫＶ、照射線量が８Ｍｒａｄになるよう電子線を照
射して化粧材を得た。得られた化粧材は、奥行き感があると共に、表面の耐久性が実施例
１におけるものよりも優れていた。
【００５２】
［比較例１、および２］
　上記の実施例１および２と同様に、ただし、透明紙に印刷するのに引続いて二酸化チタ
ンを含有するインキで白色の着色層を形成し、基材に貼る際には接着剤として着色してい
ないものを使用して化粧材を得た。得られた化粧材の模様は、対応する実施例１および実
施例２のものと同じであるが、実施例１および２のものにくらべ、奥行き感が乏しかった
。
【符号の説明】
【００５３】
　　　１　　　　　基材
　　　２Ｃ　　　　着色接着剤
　　　２　　　　　接着剤
　　　Ｃ　　　　　着色層
　　　３　　　　　模様層
　　　４　　　　　透明紙
　　　５　　　　　凹凸
　　　６　　　　　透明樹脂層
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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月16日(2009.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
樹脂の含浸により透明化する紙である透明紙に含浸用透明樹脂組成物として電離放射線硬
化性樹脂を含浸させた後、電離放射線硬化性着色接着剤を介して基材と積層し、透明紙側
から電子線照射装置を用いて電子線を照射し、透明紙に含浸させた電離放射線硬化性樹脂
と、電離放射線硬化性着色接着剤とを硬化させることを特徴とする化粧材の製造方法。
【請求項２】
前記含浸用透明樹脂組成物が、常温乾燥で粘着性を消失する電離放射線硬化性樹脂からな
ることを特徴とする請求項１記載の化粧材の製造方法。
【請求項３】
前記透明紙に模様層を形成した後に、前記含浸用透明樹脂組成物を含浸させることで、前
記模様層中に前記含浸用透明樹脂組成物を含浸させることを特徴とする請求項１、２いず
れか記載の化粧材の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００７】
　第１の発明は、樹脂の含浸により透明化する紙である透明紙に含浸用透明樹脂組成物と
して電離放射線硬化性樹脂を含浸させた後、電離放射線硬化性着色接着剤を介して基材と
積層し、透明紙側から電子線照射装置を用いて電子線を照射し、透明紙に含浸させた電離
放射線硬化性樹脂と、電離放射線硬化性着色接着剤とを硬化させることを特徴とする化粧
材の製造方法に関するものである。第２の発明は、第１の発明において、前記含浸用透明
樹脂組成物が、常温乾燥で粘着性を消失する電離放射線硬化性樹脂からなることを特徴と
する化粧材の製造方法に関するものである。第３の発明は、第１または第２の発明におい
て、前記透明紙に模様層を形成した後に、前記含浸用透明樹脂組成物を含浸させることで
、前記模様層中に前記含浸用透明樹脂組成物を含浸させることを特徴とする請求項１、２
いずれか記載の化粧材の製造方法に関するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項１または２いずれかの発明によれば、電子線を一回だけ照射することにより、電
離放射線硬化性樹脂と電離放射線硬化性接着剤を一時に硬化させることができるので、強
度もしくは耐久性に優れた化粧材を生産性よく製造することができる。請求項３の発明に
よれば、請求項１または２の発明の効果に加え、模様層の絵柄が加わったことによる装飾
効果の優れた化粧材を提供できる。
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